
(57)【要約】

【課題】内部回路及び給電先の負荷を適切に保護するこ

とが可能な給電装置を提供する。

【解決手段】給電装置１００－１は、交流電源２００か

らの電力を負荷３００に供給するものであって、交流電

源２００から負荷３００への給電ラインに設けられ、イ

ンターロック検出スイッチＳＷのオン、オフに応じて後

段への給電及び給電停止を行うインターロック回路１０

４と、当該インターロック回路１０４の後段に設けられ

、負荷３００へ突入電流が供給されることを抑制する突

入電流抑制部１０６と、内部回路及び負荷３００の異常

を検出する異常検出部１１８と、当該異常検出部１１８

によって異常が検出された場合に、インターロック回路

１０４から給電されないように制御する異常時保護部１

２０とを有する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 源 か ら の 電 力 を 負 荷 に 供 給 す る 給 電 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 電 源 か ら 前 記 負 荷 へ の 給 電 ラ イ ン に 設 け ら れ 、 外 部 か ら の 制 御 信 号 に 応 じ て 後 段 へ
の 給 電 及 び 給 電 停 止 を 行 う イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 と 、
　 前 記 イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 の 後 段 に 設 け ら れ 、 前 記 負 荷 へ 突 入 電 流 が 供 給 さ れ る こ と を 抑
制 す る 抑 制 手 段 と 、
　 内 部 回 路 及 び 前 記 負 荷 の 異 常 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、
　 前 記 検 出 手 段 に よ っ て 異 常 が 検 出 さ れ た 場 合 に 、 前 記 イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 か ら 給 電 さ れ
な い よ う に 制 御 す る 制 御 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 給 電 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 検 出 手 段 に よ っ て 異 常 が 検 出 さ れ た 場 合 に 開 放 し て 、 前 記 イ ン タ
ー ロ ッ ク 回 路 を 非 導 通 に す る ス イ ッ チ 手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 給 電
装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 抑 制 手 段 を 構 成 す る 部 品 及 び 前 記 検 出 手 段 を 構 成 す る 部 品 の 少 な
く と も い ず れ か と 熱 接 合 さ れ 、 温 度 が 所 定 値 以 上 に な っ た 場 合 に 、 開 放 状 態 又 は イ ン ピ ー
ダ ン ス が 所 定 値 以 上 と な っ て 、 前 記 イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 を 非 導 通 に す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 給 電 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 検 出 手 段 は 、 前 記 イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 の 導 通 時 に 前 記 抑 制 手 段 の 両 端 電 圧 が 所 定 値
以 下 で あ る こ と を 異 常 と し て 検 出 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載
の 給 電 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 電 源 か ら の 給 電 を 停 止 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い
ず れ か に 記 載 の 給 電 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 異 常 を 通 知 す る 通 知 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の 給 電 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 を 有 し 、 電 源 か ら の 電 力 を 負 荷 に 供 給 す る 給 電 装 置 に 関
し 、 具 体 的 に は 、 事 務 機 器 等 で オ ペ レ ー タ ー 保 護 の た め に 設 け ら れ た イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路
に て 、 異 常 発 生 時 に お け る 給 電 装 置 や 負 荷 の 保 護 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 事 務 機 器 に お い て は 、 従 来 よ り オ ペ レ ー タ ー 保 護 の た め に イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 が
給 電 装 置 内 に 設 け ら れ て い る 。 こ の イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 は 、 事 務 機 器 の ド ア 開 閉 に 連 動 し
て 開 閉 動 作 す る も の で あ り 、 ド ア が 開 い て い る 場 合 に は 、 電 源 か ら の 直 流 及 び 交 流 電 力 の
駆 動 部 や 定 着 部 等 の 負 荷 へ の 給 電 が 中 止 さ れ 、 オ ペ レ ー タ ー に と っ て 危 険 な 状 態 が 発 生 し
な い よ う に し て い る （ た と え ば 、 特 許 文 献 １ 乃 至 ６ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 危 険 回 避 を 実 現 す る た め に は 、 給 電 を 停 止 し た い 電 源 ラ イ ン を イ ン タ ー ロ ッ
ク ス イ ッ チ に て 直 接 開 閉 す る 第 １ の 方 法 と 、 イ ン タ ー ロ ッ ク ス イ ッ チ の 開 閉 と 連 動 し て 動
作 す る 電 気 リ レ ー を 用 い て 電 源 ラ イ ン を 開 閉 す る 第 ２ の 方 法 と が あ る 。 一 般 的 に は 中 型 以
上 の 事 務 機 器 で は 、 電 源 ラ イ ン の 容 量 が 大 き い も の は 当 該 電 源 ラ イ ン が 長 く な る こ と や 、
ス イ ッ チ 数 の 増 加 を 防 ぐ た め に 電 気 リ レ ー が 用 い ら れ る 。 こ の 電 気 リ レ ー を 用 い る 方 法 で
は 、 ス イ ッ チ や リ レ ー 等 の 開 閉 部 品 で は 接 点 が 閉 じ る と き に 負 荷 に 設 け ら れ た 容 量 性 負 荷
に 突 入 電 流 が 流 れ 込 ん で 接 点 が 溶 着 す る な ど の 不 具 合 が 発 生 す る た め 、 開 閉 部 品 と 並 列 に
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突 入 電 流 を 抑 制 す る 手 段 が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ ０ は 、 従 来 の 給 電 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 １ ０ に 示 す 給 電 装 置 ５ ０ ０ は 、 交 流
電 源 ６ ０ ０ か ら の 電 力 を 負 荷 ７ ０ ０ に 供 給 す る も の で あ る 。 こ の 給 電 装 置 ５ ０ ０ は 、 電 源
ラ イ ン 上 に お い て 前 段 か ら 順 に 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ 、 低 圧 電 源 ５ ０ ２ 、 イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路
５ ０ ４ 、 突 入 電 流 抑 制 部 ５ ０ ６ 及 び 負 荷 異 常 時 遮 断 部 ５ ０ ８ が 直 列 に 接 続 さ れ て い る 。 こ
れ ら の う ち 、 イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 ５ ０ ４ に は 外 部 の イ ン タ ー ロ ッ ク 検 出 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ が 接
続 さ れ て い る 。 ま た 、 突 入 電 流 抑 制 部 ５ ０ ６ は 、 電 源 ラ イ ン 上 の ス イ ッ チ 部 ５ １ ０ と 、 当
該 ス イ ッ チ 部 ５ １ ０ に 並 列 に 接 続 さ れ た 突 入 電 流 抑 制 抵 抗 ５ １ ２ 及 び 故 障 時 遮 断 部 ５ １ ４
と を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ １ は 、 図 １ ０ に 示 す 給 電 装 置 ５ ０ ０ の 回 路 図 で あ る 。 図 １ １ に お い て 、 電 気 リ レ ー
Ｒ Ｌ １ は イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 ５ ０ ４ に 対 応 す る 。 ま た 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ ２ は ス イ ッ チ 部 ５
１ ０ に 、 抵 抗 Ｒ １ は 突 入 電 流 抑 制 抵 抗 ５ １ ２ に 、 温 度 ヒ ュ ー ズ Ｆ は 故 障 時 遮 断 部 ５ １ ４ に
、 そ れ ぞ れ 対 応 す る 。 更 に 、 電 流 ヒ ュ ー ズ Ｆ １ 、 Ｆ ２ 及 び Ｆ ３ は 、 負 荷 異 常 時 遮 断 部 ５ ０
８ に 対 応 す る 。 ま た 、 負 荷 ７ ０ ０ － １ は 、 抵 抗 性 負 荷 Ｒ ２ と 容 量 性 負 荷 Ｃ １ と が 並 列 に 接
続 さ れ た 構 成 と な っ て お り 、 負 荷 ７ ０ ０ － ２ 及 び ７ ０ ０ － ３ も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ １ に 示 す 給 電 装 置 ５ ０ ０ で は 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ が 閉 じ た 場 合 に 、 交 流 電 源 ６ ０ ０ か
ら の 交 流 電 力 が 低 圧 電 源 ５ ０ ２ に よ っ て 直 流 電 力 に 変 換 さ れ て 電 源 ラ イ ン に 供 給 さ れ る 。
そ し て 、 こ の 低 圧 電 源 ５ ０ ２ に 直 列 に 接 続 さ れ た イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 ５ ０ ４ に 対 応 す る 電
気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ は 、 ド ア 等 に 接 続 さ れ た イ ン タ ー ロ ッ ク 検 出 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ の 開 閉 に 連 動 し
て 開 閉 す る こ と に よ っ て 給 電 を 制 御 す る 。 こ の 構 成 は 、 電 気 リ レ ー や ス イ ッ チ や リ レ ー 等
の 機 械 的 な 構 成 で 、 且 つ 、 接 点 距 離 が 予 め 定 め ら れ た 距 離 以 上 あ る も の を 使 用 す る 安 全 規
格 に 適 合 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 ス イ ッ チ 部 ５ １ ０ に 対 応 す る 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ ２ は 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ と 直 列 に 接
続 さ れ 、 突 入 電 流 抑 制 抵 抗 ５ １ ２ に 対 応 す る 抵 抗 Ｒ １ 及 び 故 障 時 遮 断 部 ５ １ ４ に 対 応 す る
温 度 ヒ ュ ー ズ Ｆ と 並 列 に 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ ２ に 代 え て 半 導 体 等 に よ
る ス イ ッ チ 回 路 を 用 い る こ と も で き る が 、 イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 ５ ０ ４ の 電 流 容 量 が 大 き い
場 合 に は 、 放 熱 等 の ス ペ ー ス を 考 慮 し て 主 に 電 気 リ レ ー が 用 い ら れ る 。 温 度 ヒ ュ ー ズ Ｆ は
、 異 常 時 の 遮 断 手 段 を 兼 ね る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 ５ ０ ４ に 対 応 す る 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ が 閉 じ る と 、 直 流 電 力 が 突 入 電
流 抑 制 部 ５ ０ ６ に 給 電 さ れ る 。 こ の 直 流 電 力 は 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ ２ 内 の コ イ ル の 電 圧 が 低
い 間 は 、 抵 抗 Ｒ １ を 通 し て 給 電 さ れ る た め 、 突 入 電 流 が 抑 制 さ れ る 。 そ し て 、 負 荷 ７ ０ ０
－ １ の 容 量 性 負 荷 Ｃ １ が 充 電 さ れ る と 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ ２ 内 の コ イ ル の 電 圧 が 感 動 電 圧 ま
で 上 昇 し て 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ ２ の 接 点 が 閉 じ る た め 、 当 該 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ ２ を 通 し て 負 荷 ７
０ ０ － １ 乃 至 ７ ０ ０ － ３ へ の 給 電 が 行 わ れ る 。 こ の よ う に 、 容 量 性 負 荷 Ｃ １ が 充 電 さ れ る
ま で の 間 は 、 抵 抗 Ｒ １ を 通 し て 給 電 さ れ る こ と に よ り 、 突 入 電 流 か ら 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ の
接 点 を 保 護 す る と と も に 電 源 電 圧 の 低 下 が 防 止 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ３ ８ ０ ３ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ５ － １ ４ ６ ０ ６ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ － １ ４ ３ ２ ５ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ７ １ ８ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ４ ６ ２ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ４ ５ １ ４ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 し か し 、 上 述 し た 従 来 の 給 電 装 置 ５ ０ ０ に お け る 突 入 電 流 抑 制 の 手 法 は 、 通 常 動 作 時 の
突 入 電 流 の 抑 制 は 可 能 で あ る が 、 保 守 時 や 異 常 時 の 突 入 電 流 の 抑 制 に つ い て は 十 分 に 考 慮
さ れ て い な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 従 来 の 給 電 装 置 ５ ０ ０ に お け る 異 常 時 の 動 作 を 説 明 す る 。 例 え ば 、 事 務 機 器 で は
モ ー タ ー 、 ク ラ ッ チ 、 制 御 基 板 の 部 品 が 配 置 さ れ て い る た め に 内 部 配 線 が 複 雑 且 つ 長 く な
り 、 配 線 の 途 中 で の 噛 み 込 み 等 に よ っ て 負 荷 短 絡 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 。 そ こ で 、 給 電
装 置 ５ ０ ０ で は 、 負 荷 短 絡 時 に 、 負 荷 異 常 時 遮 断 部 ５ ０ ８ に 対 応 す る 電 流 ヒ ュ ー ズ Ｆ １ 乃
至 Ｆ ３ が 溶 断 す る こ と に よ っ て 、 負 荷 ７ ０ ０ － １ 乃 至 ７ ０ ０ － ３ へ の 給 電 を 遮 断 す る 。 ま
た 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ ２ が 導 通 し な い と い う 異 常 が 発 生 し た 場 合 に は 、 抵 抗 Ｒ １ が 焼 損 す る
可 能 性 が あ る た め 、 温 度 ヒ ュ ー ズ Ｆ が 溶 断 す る こ と に よ り 、 給 電 を 遮 断 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 し か し 、 上 述 し た 異 常 時 以 外 、 例 え ば 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ の 接 点 が 溶 着 し た 場 合 に は 、
当 該 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ の 後 段 に 給 電 さ れ て し ま う 。 ま た 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ ２ の 接 点 が 溶 着
し た 場 合 に は 、 突 入 電 流 抑 制 部 ５ ０ ６ が 存 在 し な い 状 態 と 同 様 に な り 、 電 圧 低 下 等 の 不 具
合 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 更 に 、 保 守 時 に 作 業 者 が 負 荷 短 絡 に よ る 電 流 ヒ ュ ー ズ Ｆ １ 乃 至 Ｆ ３ の 溶 断 と 知 ら ず に 、
当 該 電 流 ヒ ュ ー ズ Ｆ １ 乃 至 Ｆ ３ を 交 換 し た 場 合 を 想 定 す る と 、 交 換 後 に 再 度 、 低 圧 電 源 ５
０ ２ か ら の 直 流 電 力 が 供 給 さ れ た 場 合 に 、 抵 抗 Ｒ １ の 電 圧 降 下 に よ り 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ ２ は
コ イ ル の 電 圧 が 上 昇 し な い た め に 動 作 せ ず 、 抵 抗 Ｒ １ を 通 し て 電 流 が 流 れ 続 け る た め 、 当
該 温 度 ヒ ュ ー ズ Ｆ が 溶 断 し て し ま う 場 合 が あ る 。 温 度 ヒ ュ ー ズ Ｆ は 、 本 来 、 電 気 リ レ ー Ｒ
Ｌ ２ の 保 護 手 段 で あ る が 、 こ れ で は 、 か え っ て 故 障 箇 所 を 増 や す こ と に な り 、 コ ス ト も 増
加 し て し ま う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 電 流 ヒ ュ ー ズ Ｆ １ 乃 至 Ｆ ３ に つ い て も 、 負 荷 ７ ０ ０ － １ 乃 至 ７ ０ ０ － ３ の い ず れ
か が 負 荷 短 絡 と な っ て い る か を 特 定 す る こ と が で き な い 場 合 に は 、 何 度 も 交 換 す る こ と に
な っ て し ま い 、 保 守 性 が 悪 い 。 更 に は 、 抵 抗 Ｒ １ の 溶 断 時 に は 高 温 に な る 為 、 内 部 が 赤 熱
し 、 内 部 の 物 質 が 気 化 し て 煙 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 述 し た 問 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 内 部 回 路 及 び 給 電 先 の 負 荷 を 適
切 に 保 護 す る こ と が 可 能 な 給 電 装 置 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 電 源 か ら の 電 力 を 負 荷 に 供 給 す る 給 電 装 置 で あ っ て 、 前 記 電 源 か ら 前 記 負 荷
へ の 給 電 ラ イ ン に 設 け ら れ 、 外 部 か ら の 制 御 信 号 に 応 じ て 後 段 へ の 給 電 及 び 給 電 停 止 を 行
う イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 と 、 前 記 イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 の 後 段 に 設 け ら れ 、 前 記 負 荷 へ 突 入 電
流 が 供 給 さ れ る こ と を 抑 制 す る 抑 制 手 段 と 、 内 部 回 路 及 び 前 記 負 荷 の 異 常 を 検 出 す る 検 出
手 段 と 、 前 記 検 出 手 段 に よ っ て 異 常 が 検 出 さ れ た 場 合 に 、 前 記 イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 か ら 給
電 さ れ な い よ う に 制 御 す る 制 御 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 内 部 回 路 や 負 荷 の 異 常 が 検 出 さ れ る と 、 イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 か ら 後
段 へ の 給 電 が 遮 断 さ れ る た め 、 当 該 内 部 回 路 及 び 負 荷 の 保 護 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 給 電 装 置 は 、 前 記 制 御 手 段 が 、 前 記 検 出 手 段 に よ っ て 異 常 が 検 出 さ れ た
場 合 に 開 放 し て 、 前 記 イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 を 非 導 通 に す る ス イ ッ チ 手 段 で あ る よ う に し て
も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 給 電 装 置 は 、 前 記 制 御 手 段 が 、 前 記 抑 制 手 段 を 構 成 す る 部 品 及 び 前 記 検
出 手 段 を 構 成 す る 部 品 の 少 な く と も い ず れ か と 熱 接 合 さ れ 、 温 度 が 所 定 値 以 上 に な っ た 場
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合 に 、 開 放 状 態 又 は イ ン ピ ー ダ ン ス が 所 定 値 以 上 と な っ て 、 前 記 イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 を 非
導 通 に す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 給 電 装 置 は 、 前 記 検 出 手 段 が 、 前 記 イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 の 導 通 時 に 前 記
抑 制 手 段 の 両 端 電 圧 が 所 定 値 以 下 で あ る こ と を 異 常 と し て 検 出 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 給 電 装 置 は 、 前 記 制 御 手 段 が 、 前 記 電 源 か ら の 給 電 を 停 止 す る よ う に し
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 の 異 常 時 に お い て も 、 内 部 回 路 及 び 負 荷 の 保 護
を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 給 電 装 置 は 、 前 記 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 異 常 を 通 知 す る 通 知 手 段 を
有 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 作 業 者 は 、 異 常 を 認 識 し 、 電 源 遮 断 等 の 適 切 な 措 置 を と る こ と が 可
能 と な り 、 保 守 性 が 向 上 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 内 部 回 路 や 負 荷 の 異 常 時 に は 、 イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 の 後 段 へ の 給 電 が
遮 断 さ れ る た め 、 当 該 内 部 回 路 及 び 負 荷 の 保 護 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ 第 １ 実 施 例 ）
　 図 １ は 、 第 １ 実 施 例 に 係 る 給 電 装 置 １ ０ ０ － １ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の 給 電 装 置 １ ０
０ － １ は 、 例 え ば 事 務 機 器 に 搭 載 さ れ 、 交 流 電 源 ２ ０ ０ か ら の 電 力 を 負 荷 ３ ０ ０ に 供 給 す
る も の で あ る 。 こ の 給 電 装 置 １ ０ ０ － １ は 、 電 源 ラ イ ン 上 に お い て 前 段 か ら 順 に 、 ス イ ッ
チ Ｓ Ｗ １ 、 低 圧 電 源 １ ０ ２ 、 イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 １ ０ ４ 及 び 突 入 電 流 抑 制 部 １ ０ ６ が 直 列
に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら の う ち 、 イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 １ ０ ４ は 、 ス イ ッ チ 駆 動 部 １ １ ０
及 び ス イ ッ チ 部 １ １ ２ を 有 し 、 ス イ ッ チ 駆 動 部 １ １ ０ に は 外 部 の イ ン タ ー ロ ッ ク 検 出 ス イ
ッ チ Ｓ Ｗ が 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 突 入 電 流 抑 制 部 １ ０ ６ は 、 電 源 ラ イ ン 上 の ス イ ッ チ 部
１ １ ４ と 、 当 該 ス イ ッ チ 部 １ １ ４ に 並 列 に 接 続 さ れ た 突 入 電 流 抑 制 抵 抗 １ １ ６ と を 有 し 、
異 常 検 出 部 １ １ ８ が 並 列 に 接 続 さ れ て い る 。 更 に 、 異 常 検 出 部 １ １ ８ の 出 力 端 と 異 常 時 保
護 部 １ ２ ０ の 入 力 端 と が 接 続 さ れ 、 異 常 時 保 護 部 １ ２ ０ の 出 力 端 と ス イ ッ チ 駆 動 部 １ １ ０
と が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ は 、 第 １ 実 施 例 に 係 る 給 電 装 置 １ ０ ０ － １ の 回 路 図 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 電 気 リ
レ ー Ｒ Ｌ １ は イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 １ ０ ４ に 対 応 す る 。 ま た 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ ２ は ス イ ッ チ
部 １ １ ４ に 、 抵 抗 Ｒ １ は 突 入 電 流 抑 制 抵 抗 １ １ ６ に 、 直 列 に 接 続 さ れ た コ ン デ ン サ Ｃ ２ 及
び ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド Ｃ Ｒ １ は 異 常 検 出 部 １ １ ８ に 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る 。 ま た 、 負 荷 ３ ０
０ は 、 抵 抗 性 負 荷 Ｒ ２ と 容 量 性 負 荷 Ｃ １ と が 並 列 に 接 続 さ れ た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ に 示 す 給 電 装 置 １ ０ ０ － １ で は 、 通 常 時 に は 、 当 初 、 異 常 時 保 護 部 １ ２ ０ に 対 応 す
る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ が 閉 じ て い る 。 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ が 閉 じ た 場 合 、 交 流 電 源 ２ ０ ０ か ら の 交
流 電 力 が 低 圧 電 源 １ ０ ２ に よ っ て 直 流 電 力 に 変 換 さ れ て 電 源 ラ イ ン に 供 給 さ れ る 。 そ し て
、 こ の 低 圧 電 源 １ ０ ２ に 直 列 に 接 続 さ れ た イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 １ ０ ４ に 対 応 す る 電 気 リ レ
ー Ｒ Ｌ １ は 、 ド ア 等 に 接 続 さ れ た イ ン タ ー ロ ッ ク 検 出 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ の 開 閉 に 連 動 し て 開 閉
す る こ と に よ っ て 給 電 を 制 御 す る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 １ ０ ４ に 対 応 す る 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ が 閉 じ る と 、 直 流 電 力 が 突 入 電
流 抑 制 部 １ ０ ６ に 給 電 さ れ る 。 こ の 直 流 電 力 は 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ ２ 内 の コ イ ル の 電 圧 が 低
い 間 は 、 抵 抗 Ｒ １ を 通 し て 給 電 さ れ る た め 、 突 入 電 流 が 抑 制 さ れ る 。 そ し て 、 負 荷 ３ ０ ０
の 容 量 性 負 荷 Ｃ １ が 充 電 さ れ る と 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ ２ 内 の コ イ ル の 電 圧 が 感 動 電 圧 ま で 上
昇 し て 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ ２ の 接 点 が 閉 じ る た め 、 当 該 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ ２ を 通 し て 負 荷 ３ ０ ０
へ の 給 電 が 行 わ れ る 。 こ の よ う に 、 容 量 性 負 荷 Ｃ １ が 充 電 さ れ る ま で の 間 は 、 抵 抗 Ｒ １ を
通 し て 給 電 さ れ る こ と に よ り 、 突 入 電 流 か ら 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ の 接 点 を 保 護 す る と と も に
電 源 電 圧 の 低 下 が 防 止 さ れ る 。 な お 、 異 常 検 出 部 １ １ ８ に 対 応 す る ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド Ｃ
Ｒ １ に は 一 瞬 電 圧 が 入 力 さ れ る が 、 こ の 電 圧 は 遅 延 手 段 と し て の コ ン デ ン サ Ｃ ２ に よ り 吸
収 さ れ る た め 、 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド Ｃ Ｒ １ は 、 動 作 に は 至 ら な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 方 、 負 荷 短 絡 等 の 異 常 時 に は 、 抵 抗 Ｒ １ に 大 電 流 が 流 れ 続 け る た め 、 当 該 抵 抗 Ｒ １ の
抵 抗 成 分 に よ り 電 圧 が 発 生 す る 。 こ の 電 圧 は 、 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド Ｃ Ｒ １ を 通 し て コ ン デ
ン サ Ｃ ２ に 供 給 さ れ 、 当 該 コ ン デ ン サ Ｃ ２ は 充 電 を 行 う 。 所 定 時 間 以 上 、 充 電 が 継 続 さ れ
る と 、 充 電 電 圧 が 所 定 値 以 上 と な り 、 こ の 所 定 値 以 上 と な っ た 充 電 電 圧 に よ っ て 異 常 時 保
護 部 １ ２ ０ に 対 応 す る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ が 開 放 さ れ る 。 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ が 開 放 さ れ る と 、 電
気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ 内 の コ イ ル の 電 圧 が 低 下 す る た め 、 当 該 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ も 開 放 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ れ に よ り 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ が 非 導 通 と な っ て 後 段 へ の 給 電 が 遮 断 さ れ 、 電 気 リ レ ー
Ｒ Ｌ ２ や 負 荷 ３ ０ ０ の 保 護 が 図 ら れ る 。 ま た 、 図 １ １ に 示 す 従 来 の 給 電 装 置 ５ ０ ０ の よ う
に 、 負 荷 異 常 時 遮 断 部 ５ ０ ８ に 対 応 す る 電 流 ヒ ュ ー ズ Ｆ １ 等 を 設 け る こ と な く 、 給 電 を 遮
断 す る こ と が 可 能 で あ る 。 更 に は 、 異 常 が 除 去 さ れ た 場 合 に は 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ や ス イ
ッ チ Ｓ Ｗ ２ は 、 自 己 復 帰 す る た め 、 部 品 交 換 等 が 必 要 で は な い 。 ま た 、 従 来 の 給 電 装 置 ５
０ ０ の よ う に 、 異 常 時 に 発 煙 が 生 じ る こ と も な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ 第 ２ 実 施 例 ）
　 図 ３ は 、 第 ２ 実 施 例 に 係 る 給 電 装 置 １ ０ ０ － ２ の 回 路 図 で あ る 。 な お 、 給 電 装 置 １ ０ ０
－ ２ の ブ ロ ッ ク 図 は 、 図 １ に 示 す 給 電 装 置 １ ０ ０ － １ と 同 様 で あ る 。 こ の 給 電 装 置 １ ０ ０
－ ２ は 、 図 ２ に 示 す 給 電 装 置 １ ０ ０ － １ の 回 路 図 と 比 較 す る と 、 ス イ ッ チ 部 １ １ ４ に 対 応
す る Ｐ Ｎ Ｐ 型 の ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ 、 Ｎ Ｐ Ｎ 型 の ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ 、 抵 抗 Ｒ ３ 、 Ｒ ４ 、 Ｒ ５
、 Ｒ ６ を 有 す る と と も に 、 異 常 時 検 出 部 １ １ ８ 及 び 異 常 時 保 護 部 １ ２ ０ に 対 応 す る サ ー モ
ス タ ッ ト Ｓ Ｓ １ を 有 す る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の エ ミ ッ タ は 抵 抗 Ｒ ３ の 一 端 及 び 電 気 リ レ ー
Ｒ Ｌ １ に 接 続 さ れ 、 ベ ー ス は 抵 抗 Ｒ ３ の 他 端 及 び 抵 抗 Ｒ ４ の 一 端 に 接 続 さ れ 、 コ レ ク タ は
抵 抗 Ｒ ５ の 一 端 及 び 負 荷 ３ ０ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ の エ ミ ッ タ は
接 地 さ れ 、 ベ ー ス は 抵 抗 Ｒ ５ の 他 端 及 び 抵 抗 Ｒ ６ の 一 端 に 接 続 さ れ 、 コ レ ク タ は 抵 抗 Ｒ ４
の 他 端 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 突 入 電 流 抑 制 抵 抗 １ １ ６ に 対 応 す る 抵 抗 Ｒ １ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ 及 び サ ー モ ス タ
ッ ト Ｓ Ｓ １ は 、 熱 結 合 さ れ て い る 。 サ ー モ ス タ ッ ト Ｓ Ｓ １ は 、 温 度 が 所 定 値 以 上 に な っ た
場 合 に 開 放 又 は 高 イ ン ピ ー ダ ン ス 状 態 に な り 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ を 開 放 す る こ と が で き る
。 な お 、 サ ー モ ス タ ッ ト Ｓ Ｓ １ に 代 え て 、 Ｐ Ｔ Ｃ （ Positive Temperature Coefficient）
サ ー ミ ス タ 等 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 負 荷 短 絡 や 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ ２ が 動 作 し な い 等 の 異 常 時 に は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ が 加 熱 し
て 所 定 温 度 に 達 す る と 、 当 該 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ と 熱 結 合 さ れ た サ ー モ ス タ ッ ト Ｓ Ｓ １ が 動
作 し 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ が 開 放 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ の 後 段 へ の 給 電 が
遮 断 さ れ る 。 ま た 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ が 故 障 し た 場 合 に は 、 抵 抗 Ｒ １ を 通 し て 異 常 電 流 が
流 れ 、 当 該 抵 抗 Ｒ １ が 加 熱 す る 。 そ し て 、 抵 抗 Ｒ １ が 所 定 温 度 に 達 す る と 、 当 該 抵 抗 Ｒ １
と 熱 結 合 さ れ た サ ー モ ス タ ッ ト Ｓ Ｓ １ が 動 作 し 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ が 開 放 さ れ る 。 こ れ に
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よ り 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ が 非 導 通 と な っ て の 後 段 へ の 給 電 が 遮 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 サ ー モ ス タ ッ ト Ｓ Ｓ １ は 、 温 度 が 低 下 す れ ば 自 己 復 帰 す る た め 、 部 品 交 換 等 が 必 要 で は
な い 。 ま た 、 第 １ 実 施 例 と 比 較 す る と 、 正 常 動 作 後 に 突 発 的 に 負 荷 短 絡 が 発 生 し た 場 合 に
お い て も 、 異 常 検 出 が 可 能 で あ る 。 な お 、 熱 結 合 で は 異 常 発 生 か ら 給 電 遮 断 ま で 時 間 を 要
す る も の の 、 負 荷 短 絡 等 の 異 常 時 の 回 路 の 誤 動 作 を 防 止 す べ く 、 例 え ば １ 分 程 度 異 常 が 継
続 し た 場 合 に 動 作 す る よ う に 遅 延 機 能 を 有 し て い る た め 、 問 題 と は な ら な い 。 な お 、 サ ー
モ ス タ ッ ト Ｓ Ｓ １ は 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ と 熱 結 合 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ 第 ３ 実 施 例 ）
　 図 ４ は 、 第 ３ 実 施 例 に 係 る 給 電 装 置 １ ０ ０ － ３ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の 給 電 装 置 １ ０
０ － ３ は 、 図 １ に 示 す 給 電 装 置 １ ０ ０ － １ の ブ ロ ッ ク 図 と 比 較 す る と 、 異 常 検 出 部 １ １ ８
の 出 力 端 と イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 １ ０ ４ の ス イ ッ チ 駆 動 部 １ １ ０ の 入 力 端 と が 接 続 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ５ は 、 第 ３ 実 施 例 に 係 る 給 電 装 置 １ ０ ０ － ３ の 回 路 図 で あ る 。 こ の 給 電 装 置 １ ０ ０ －
３ は 、 図 ２ に 示 す 給 電 装 置 １ ０ ０ － １ の 回 路 図 と 比 較 す る と 、 異 常 検 出 部 １ １ ８ に 対 応 す
る コ ン デ ン サ Ｃ ２ 及 び ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド Ｃ Ｒ １ に 加 え て 、 直 列 に 接 続 さ れ た Ｎ Ａ Ｎ Ｄ 回
路 Ｉ Ｃ １ 及 び 遅 延 回 路 Ｉ Ｃ ２ を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 Ｎ Ａ Ｎ Ｄ 回 路 Ｉ Ｃ １ 及 び 遅 延 回 路 Ｉ Ｃ ２ は 、 イ ン タ ー ロ ッ ク 検 出 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ が 設 け ら
れ た 回 路 の 信 号 電 圧 と 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ ２ の 両 端 電 圧 と を 入 力 し 、 負 荷 短 絡 や 電 気 リ レ ー Ｒ
Ｌ ２ が 動 作 し な い 等 の 異 常 時 に は 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ を 開 放 す る 。 こ れ に よ り 、 当 該 電 気
リ レ ー Ｒ Ｌ １ が 非 導 通 と な っ て 後 段 へ の 給 電 が 遮 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 具 体 的 に は 、 イ ン タ ー ロ ッ ク 検 出 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ が 閉 じ て 当 該 イ ン タ ー ロ ッ ク 検 出 回 路 ス
イ ッ チ Ｓ Ｗ が 設 け ら れ た 回 路 の 信 号 電 圧 が ハ イ レ ベ ル の 場 合 （ 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ が 閉 じ た
状 態 の 場 合 ） に 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ ２ の 両 端 電 圧 が 所 定 時 間 以 内 に ハ イ レ ベ ル に 変 化 し な い
と き 、 換 言 す れ ば 、 Ｎ Ａ Ｎ Ｄ 回 路 Ｉ Ｃ １ の 出 力 が 所 定 時 間 以 上 ハ イ レ ベ ル の 場 合 に は 、 遅
延 回 路 Ｉ Ｃ ２ の 出 力 が ハ イ レ ベ ル と な る 。 そ し て 、 こ の ハ イ レ ベ ル の 電 圧 に よ っ て 異 常 時
保 護 部 １ ２ ０ に 対 応 す る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ が 開 放 さ れ る 。 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ が 開 放 さ れ る と 、
電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ 内 の コ イ ル の 電 圧 が 低 下 す る た め 、 当 該 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ も 開 放 さ れ る
。 こ れ に よ り 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ の 後 段 へ の 給 電 が 遮 断 さ れ る 。 な お 、 コ ン デ ン サ Ｃ ２ 及
び ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド Ｃ Ｒ １ の 動 作 は 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 で あ る の で 、 そ の 説 明 は 省 略 す
る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ 第 ４ 実 施 例 ）
　 図 ６ は 、 第 ４ 実 施 例 に 係 る 給 電 装 置 １ ０ ０ － ４ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の 給 電 装 置 １ ０
０ － ４ は 、 図 ４ に 示 す 給 電 装 置 １ ０ ０ － ３ の ブ ロ ッ ク 図 と 比 較 す る と 、 異 常 時 保 護 部 １ ２
０ の 出 力 端 と 低 圧 電 源 １ ０ ２ と が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ７ は 、 第 ４ 実 施 例 に 係 る 給 電 装 置 １ ０ ０ － ４ の 回 路 図 で あ る 。 こ の 給 電 装 置 １ ０ ０ －
４ に お い て は 、 第 ３ 実 施 例 と 同 様 の 動 作 を 行 う と と も に 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ が 溶 着 等 に よ
っ て 動 作 し な い 異 常 時 に は 低 圧 電 源 １ ０ ２ か ら の 給 電 が 遮 断 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 イ ン タ
ー ロ ッ ク 検 出 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ が 開 放 さ れ て 当 該 イ ン タ ー ロ ッ ク 検 出 回 路 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ が 設 け
ら れ た 回 路 の 信 号 電 圧 が ロ ー レ ベ ル で あ る に も か か わ ら ず 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ が 溶 着 し て
閉 じ た 状 態 と な っ て い る 場 合 、 Ｎ Ａ Ｎ Ｄ 回 路 Ｉ Ｃ １ の 出 力 が ハ イ レ ベ ル と な り 、 遅 延 回 路
Ｉ Ｃ ２ の 出 力 も ハ イ レ ベ ル と な る 。 そ し て 、 こ の ロ ー レ ベ ル の 電 圧 が 低 圧 電 源 １ ０ ２ に 入
力 さ れ る と 、 当 該 低 圧 電 源 １ ０ ２ は 、 給 電 を 遮 断 す る 。 こ れ に よ り 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ の
異 常 時 に お い て も 、 当 該 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ の 後 段 へ の 給 電 が 遮 断 さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】
　 （ 第 ５ 実 施 例 ）
　 図 ８ は 、 第 ５ 実 施 例 に 係 る 給 電 装 置 １ ０ ０ － ５ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の 給 電 装 置 １ ０
０ － ５ は 、 図 １ に 示 す 給 電 装 置 １ ０ ０ － １ の ブ ロ ッ ク 図 と 比 較 す る と 、 新 た に 給 電 装 置 １
０ ０ － ５ が 搭 載 さ れ た 事 務 機 器 の 制 御 を 行 う Ｍ ／ Ｃ 制 御 部 １ ３ ０ と 当 該 Ｍ ／ Ｃ 制 御 部 １ ３
０ に 接 続 さ れ た 表 示 部 １ ４ ０ と を 有 す る 。 ま た 、 異 常 時 保 護 部 １ ２ ０ の 出 力 端 と Ｍ ／ Ｃ 制
御 部 １ ３ ０ と が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ９ は 、 第 ５ 実 施 例 に 係 る 給 電 装 置 １ ０ ０ － ５ の 回 路 図 で あ る 。 こ の 給 電 装 置 １ ０ ０ －
５ に お い て は 、 第 ３ 実 施 例 と 同 様 の 動 作 を 行 う 。 ま た 、 Ｍ ／ Ｃ 制 御 部 １ ３ ０ は 、 遅 延 回 路
Ｉ Ｃ ２ の 出 力 が ハ イ レ ベ ル の 場 合 、 換 言 す れ ば 、 異 常 が 発 生 し た 場 合 に 、 故 障 情 報 を 表 示
部 １ ４ ０ に 表 示 さ せ る 。 作 業 者 は 、 こ の 故 障 情 報 に よ っ て 異 常 を 認 識 し 、 電 源 遮 断 等 の 適
切 な 措 置 を と る こ と が 可 能 と な り 、 保 守 性 が 向 上 す る 。 な お 、 Ｍ ／ Ｃ 制 御 部 １ ３ ０ は 、 故
障 情 報 を 図 示 し な い メ モ リ 等 の 記 録 部 に 記 憶 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う に 、 給 電 装 置 １ ０ ０ － １ 乃 至 １ ０ ０ － ５ で は 、 負 荷 短 絡 や 電 気 リ レ ー Ｒ １ 及 び
Ｒ Ｌ ２ の 異 常 時 に は 、 電 気 リ レ ー Ｒ Ｌ １ の 後 段 へ の 給 電 が 遮 断 さ れ る た め 、 電 気 リ レ ー Ｒ
Ｌ ２ や 負 荷 ３ ０ ０ の 保 護 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る 給 電 装 置 は 、 内 部 回 路 及 び 給 電 先 の 負 荷 を 適 切 に
保 護 す る こ と が 可 能 で あ り 、 給 電 装 置 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 例 の 給 電 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 例 の 給 電 装 置 の 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ２ 実 施 例 の 給 電 装 置 の 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ３ 実 施 例 の 給 電 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ３ 実 施 例 の 給 電 装 置 の 回 路 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ４ 実 施 例 の 給 電 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ４ 実 施 例 の 給 電 装 置 の 回 路 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ５ 実 施 例 の 給 電 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ５ 実 施 例 の 給 電 装 置 の 回 路 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 給 電 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 給 電 装 置 の 回 路 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 １ ０ ０ － １ 、 １ ０ ０ － ２ 、 １ ０ ０ － ３ 、 １ ０ ０ － ４ 、 １ ０ ０ － ５ 　 給 電 装 置
　 １ ０ ２ 　 低 圧 電 源
　 １ ０ ４ 　 イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路
　 １ ０ ６ 　 突 入 電 流 抑 制 部
　 １ １ ０ 　 ス イ ッ チ 駆 動 部
　 １ １ ２ 、 １ １ ４ 　 ス イ ッ チ 部
　 １ １ ６ 　 突 入 電 流 抑 制 抵 抗
　 １ １ ８ 　 異 常 検 出 部
　 １ ２ ０ 　 異 常 時 保 護 部
　 １ ３ ０ 　 Ｍ ／ Ｃ 制 御 部
　 １ ４ ０ 　 表 示 部
　 ２ ０ ０ 　 交 流 電 源
　 ３ ０ ０ 　 負 荷
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　 Ｓ Ｗ １ 　 ス イ ッ チ
　 Ｓ Ｗ 　 イ ン タ ー ロ ッ ク 検 出 ス イ ッ チ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(9) JP 2007-236103 A 2007.9.13



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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